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院内がん登録はなにを変えるか
ITEM2015 注目の展示ブースガイド

天草地域医療センター（熊本県）が中核施設となり稼働する意欲的なICT医療連携システム「あまくさメディカルネット」が、
天草医療圏の医療機関をネットワークで結ぶ（詳細は巻頭グラビア頁）。同センターの前で、原田和則院長㊧と緒方隆昭放射線部技師長

“選ばれる”ための画像診断装置を考える
所有する画像診断装置がまさに経営向上の戦略ツールになってきている今、果たして他施設、患者から選ばれる画像診断装置とはいかなるものか
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天
草
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

院
長原

田 

和
則
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w

―
―
天
草
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の
沿
革
と
特
徴
、

概
要
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
天
草
医
療
圏
は
、天
草
市
、

上
天
草
市
、
苓
北
町
の
３
つ
の
行
政
区
画
で
構
成

さ
れ
、
約
13
万
人
が
居
住
し
て
い
ま
す
が
、
大
小

１
２
０
の
島
か
ら
な
る
こ
と
が
当
医
療
圏
の
大
き

な
特
徴
で
し
ょ
う
。
主
な
島
々
は
橋
に
よ
っ
て
往

来
が
可
能
で
す
が
、
交
通
の
便
は
決
し
て
良
く
あ

り
ま
せ
ん
。
県
の
中
心
で
あ
る
熊
本
市
に
行
く
に

は
車
で
２
時
間
余
を
要
す
る
ほ
ど
で
す
。
ま
た
、

医
療
圏
内
の
高
齢
化
率
が
36
％
と
い
う
こ
と
も
地

域
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
に
お
い
て
、
症
例
数
の
多
い
ハ
イ
ボ
リ
ュ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
が
熊
本
市
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
か
つ
て
天
草
地
域
は
熊
本
県
中
心
部
に
対
す

る
医
療
格
差
が
非
常
に
激
し
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。心
筋
梗
塞
や
脳
血
管
障
害
、

が
ん
治
療
な
ど
専
門
的
な
疾
病
や
手
術
が
必
要
な

患
者
は
、
天
草
医
療
圏
外
へ
受
診
・
入
院
し
て
い

た
状
況
が
続
き
、
流
出
医
療
費
は
当
時
、
年
間
で

50
～
60
億
円
と
も
言
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
天
草
郡
市
医
師
会
は
１
９
９
２
年
、

「
地
域
完
結
型
医
療
」
と
「
病
診
・
病
病
連
携
の

推
進
」
を
目
指
し
て
当
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
た
の

で
す
が
、
そ
の
計
画
は
ま
さ
に
的
を
射
た
も
の
で

し
た
。
私
は
開
院
時
に
外
科
医
兼
副
院
長
と
し
て

着
任
し
ま
し
た
が
、
当
初
は
病
床
数
２
０
０
床
に

対
し
て
医
師
が
14
人
と
少
な
く
、
戦
場
さ
な
が
ら

の
忙
し
さ
で
し
た
。
そ
こ
で
、
限
ら
れ
た
ス
タ
ッ

フ
で
質
の
良
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
、
診
療
科
の
枠
を
超
え
て
医
療
ス
タ
ッ
フ
全
員

で
患
者
を
診
療
す
る
チ
ー
ム
医
療
の
気
風
を
育
て

る
こ
と
に
し
、
そ
れ
は
、
２
１
０
床
、
常
勤
医
30

人
体
制
と
な
っ
た
今
も
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
当

セ
ン
タ
ー
の
最
大
の
特
徴
に
な
っ
て
い
る
と
評
し

て
よ
い
で
し
ょ
う
。

―
―
「
あ
ま
く
さ
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
」
を
構
築

し
た
経
緯
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
セ
ン
タ
ー
が
目
指
す
「
地
域
完
結
型
医
療
」

と
は
、
一
般
的
な
地
域
完
結
型
と
は
若
干
ニ
ュ
ア

ン
ス
が
異
な
り
、
高
度
医
療
と
救
急
医
療
の
提
供

を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
医
療
圏
内
で
自
立
し
た

保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
作
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
医
療
連
携
は
不
可
欠
で
あ
り
、

当
セ
ン
タ
ー
も
以
前
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
常
に
紹
介
率
85
％
・
逆
紹
介
率
75
％
程
度

を
維
持
し
、
ま
た
、
熊
本
県
で
最
初
に
地
域
医
療

支
援
病
院
の
認
定
も
受
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
天
草
医
療
圏
に
は
、
当
セ
ン
タ
ー
を
含

め
て
18
病
院
・
77
診
療
所
が
あ
り
ま
す
が
、
非
常

に
広
大
な
エ
リ
ア
に
医
療
機
関
が
点
在
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
小
規
模
病
院
や
診
療
所
の
医
師
は
、

救
急
を
含
め
、
専
門
外
の
疾
病
も
診
断
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、医
療
情
報
の
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

特
に
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
外
傷
や
頭
痛
、
胸
が
苦
し
い

と
い
っ
た
救
急
を
要
す
る
よ
う
な
主
訴
の
患
者
に

対
し
、
当
セ
ン
タ
ー
に
緊
急
搬
送
す
る
必
要
が
あ

る
か
否
か
と
い
う
救
急
医
療
上
の
判
断
に
は
医
用

画
像
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
画
像

情
報
シ
ス
テ
ム
に
精
通
し
て
い
る
富
士
フ
イ
ル
ム

に
依
頼
し
て
、
画
像
を
重
視
し
た
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
「
あ
ま
く
さ
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ

ト
」
を
構
築
し
た
の
で
す
。

―
―
「
あ
ま
く
さ
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
」
の
概
要

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
あ
ま
く
さ
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
」
は
、
天
草

郡
市
医
師
会
を
中
心
に
、
天
草
医
療
圏
の
医
療
機

関
を
結
び
、
画
像
デ
ー
タ
や
患
者
情
報
を
共
有
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
そ
の
機
能
は
大
き
く
分
け
て

２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
が
、
当
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
天
草
中
央
総
合
病
院
、
苓
北
医
師
会
病
院
、

上
天
草
総
合
病
院
、
牛
深
市
民
病
院
、
河
浦
病
院

の
６
病
院
の
サ
ー
バ
間
で
の
画
像
連
携
で
す
。
Ｃ

Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
画
像
を
相
互
参
照
で
き
、
救

急
患
者
の
画
像
転
送
に
よ
る
初
期
診
療
、
救
急
搬

送
の
是
非
の
判
断
等
に
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　

も
う
１
つ
は
、
当
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
併
設
す
る

健
診
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
全
て
の
画
像
デ
ー
タ
、

検
査
デ
ー
タ
に
加
え
、
投
薬
・
注
射
等
の
一
般
診

療
デ
ー
タ
、
治
療
内
容
や
経
過
に
関
す
る
カ
ル
テ

サ
マ
リ
ー
等
の
診
療
情
報
が
、
患
者
さ
ん
の
紹
介

元
や
紹
介
先
施
設
で
個
別
に
参
照
で
き
る
と
い
う

機
能
で
す
。
特
に
画
像
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
デ
ー
タ
を
参
照
で
き

る
の
で
、
他
施
設
の
医
師
は
、
あ
た
か
も
自
院
で

検
査
し
た
よ
う
に
画
像
処
理（
階
調
処
理
や
計
測
）

も
含
め
て
読
影
し
、
患
者
に
説
明
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
多
く
の
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
で
行

わ
れ
て
い
る
画
像
連
携
は
圧
縮
デ
ー
タ
に
よ
る
連

大小120の島々からなる天草の地で、
独自の地域完結型医療実現のために
画像／医療情報連携システムが稼働開始
熊本県の西側、八代海を挟んで浮かぶ「天草」の島々における医療の要、天草地域医療センター。
2014 年 8月、同センターが中核となる連携システム「あまくさメディカルネット」が稼働を開始した。
同ネットの最大の特徴は、画像を含む各種患者情報の共有に加えて検査や診察予約も可能なことである。
6 つの病院ならびに 50 以上の診療所が、高度な連携をすることによるメリットは極めて大きく、
患者のみならず、勤務医、開業医、その他の医療スタッフにまで恩恵は広く及んでいるという。
同センター院長の原田和則氏ら、同ネットの導入・運用に関わってきたキーパーソンの方々に話を聞いた。

天草地域医療センター熊本県

◉
天
草
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

原田和則（はらだ・かずのり）氏
1951 年熊本県生まれ。75 年熊本大学医学部卒、82 年同大学大
学院・医学博士、86 年同大学医学部第二外科文部教官、90 年
同医局長。92 年天草地域医療センター副院長、2002 年天草地
域健診センター長併任。12 年より院長就任、現在に至る。天草
郡市医師会理事

天草地域医療センターでは、2013 年 8 月に新外来棟（右側手前）
を増設。屋上にヘリポートを設置し、待合室や診察室、リハビ
リ室や外来化学療法室を拡充。来院者の対応に医療コンシェル
ジュを配置するなどして、診療の質の向上を図っている
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携
が
多
い
で
す
が
、「
あ
ま
く
さ
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ

ト
」
で
はT

hin slice

デ
ー
タ
も
含
む
全
て
の
Ｄ

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
デ
ー
タ
に
よ
る
連
携
を
実
施
し
て
い
る

点
が
大
き
な
特
長
と
言
え
ま
す
。

　

現
在
、
54
の
施
設
が
加
入
し
て
お
り
、
さ
ら
に

加
入
を
準
備
し
て
い
る
施
設
が
数
ヵ
所
あ
り
ま

す
。
天
草
医
療
圏
に
は
77
の
診
療
所
が
あ
り
ま
す

が
、
当
セ
ン
タ
ー
の
診
療
部
門
と
は
あ
ま
り
関
連

の
少
な
い
耳
鼻
科
や
眼
科
等
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん

ど
の
診
療
所
が
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
同
意
患
者
数
も
半
年
で
約

１
７
０
０
名
に
達
し
て
い
ま
す
。同
意
に
関
し
て
、

患
者
側
に
断
ら
れ
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
医
療
の
質
の
向
上
の
ほ
か
に
、
ど
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
県
内
で
最
初
に
フ
ィ
ル
ム
レ

ス
化
を
図
り
、
２
１
０
床
な
が
ら
２
５
６
列
Ｍ
Ｄ

Ｃ
Ｔ
を
導
入
す
る
な
ど
、
先
進
的
な
医
療
機
器
・

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
き
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
も

フ
ル
デ
ジ
タ
ル
３
Ｔ
の
最
新
型
装
置
を
導
入
し
て

お
り
、
都
市
部
の
大
規
模
病
院
と
同
等
以
上
の
機

器
・
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
連

携
シ
ス
テ
ム
は
、
患
者
さ
ん
の
診
療
や
地
域
住
民

の
健
康
に
寄
与
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

地
域
医
療
の
最
前
線
で
頑
張
っ
て
い
る
病
院
の
勤

務
医
や
個
人
開
業
医
の
日
常
診
療
に
お
け
る
診
断

や
治
療
へ
の
不
安
感
の
軽
減
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
と
い
っ
た
医

師
の
生
涯
教
育
の
観
点
か
ら
も
、
大
き
な
意
義
の

あ
る
事
業
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
「
あ
ま
く
さ
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
」
が
順
調

に
稼
働
し
て
い
る
要
因
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
も
そ
も
医
師
会
立
病
院
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
医
師
会
の
医
師
た
ち
と
は
密
な

関
係
が
す
で
に
あ
り
、
Ｉ
Ｔ
は
使
わ
な
い
も
の
の

診
療
所
と
の
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
す
で
に
出
来

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
加
え
て
、
薬
剤
師
会
や
歯

科
医
師
会
な
ど
と
も
連
携
が
図
ら
れ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
Ｉ
Ｔ
連
携
へ
の
理
解
が
得
や
す
か
っ
た
こ

と
が
一
番
の
成
功
要
因
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、シ
ス
テ
ム
維
持
に
つ
い
て
は
、ユ
ー
ザ
ー

で
あ
る
開
業
医
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
行
政
の
取

り
組
み
が
重
要
で
す
。
そ
の
点
、
天
草
市
を
は
じ

め
、
地
域
の
行
政
機
関
が
理
解
を
示
し
、
行
政
用

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
部
提
供
す
る
な
ど
、
積
極

的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
く
れ
る
点
は
非
常
に
あ
り
が

た
い
で
す
ね
。

―
―
今
後
の
方
向
性
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
急
性
期
医
療
を
中
心

に
、
天
草
と
熊
本
市
街
圏
の
医
療
格
差
を
是
正
す

る
目
的
で
診
療
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、今
後
は
、

現
在
問
題
と
な
っ
て
い
る
地
域
包
括
ケ
ア
や
在
宅

医
療
に
も
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。
世
間
で
は

『
２
０
２
５
年
問
題
』
が
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
天
草
医
療
圏
で
は
、
す
で
に
高
齢

化
率
が
36
％
に
達
し
て
い
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー
も
、

天
草
医
療
圏
全
体
の
在
宅
医
療
の
拠
点
病
院
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
一
層
の
在
宅
医
療
の
充

実
化
の
た
め
に
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
重
要
な
役
割

を
果
た
す
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
現
在
は
医
師
同
士
で
の
デ
ー
タ
共
有

で
す
が
、
医
療
機
関
だ
け
で
な
く
介
護
施
設
や
特

養
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
医
療
デ
ー
タ
を
開
示
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
地
域
包
括
ケ
ア
に
大
い
に
貢

献
す
る
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
個
人
情
報
保
護
や

守
秘
義
務
な
ど
の
観
点
か
ら
、
デ
ー
タ
の
開
示
に

は
慎
重
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
前

向
き
に
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

天
草
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
放
射
線
部
は
、
天
草

郡
市
医
師
会
立
の
紹
介
外
来
型
・
開
放
型
共
同
利

用
施
設
の
中
央
診
療
部
門
と
し
て
、
一
般
診
療
、

救
急
医
療
、
健
診
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
画
像
診
断

業
務
を
担
当
し
て
い
る
。

　

放
射
線
部
に
は
、
診
療
放
射
線
技
師
12
名
が
お

り
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
は
、
Ｃ
Ｔ
が
２
５
６
列
Ｍ
Ｄ
Ｃ

Ｔ
１
台
と
16
列
Ｍ
Ｄ
Ｃ
Ｔ
１
台
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
３
Ｔ

と
１・５
Ｔ
の
２
台
。
血
管
撮
影
装
置
は
３
台
、
マ

▼
天
草
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

緊
急
画
像
診
断
や

放
射
線
検
査
画
像
を
配
信
し
、

ス
ム
ー
ズ
な
施
設
間
連
携
を
実
現

「
あ
ま
く
さ
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
」
の
構
築
に
深

く
携
わ
っ
た
放
射
線
部 

技
師
長
の
緒
方
隆
昭
氏

に
、そ
の
構
築
の
経
緯
と
運
用
の
現
況
を
聞
い
た
。

天
草
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

放
射
線
部 

技
師
長

緒
方 

隆
昭
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w

同センターは 210 床と決して規模は大きくない
が、高度で先進的な医療を実現するため、放射線
部には 256 列 MDCT や最新型の 3T MRI を設置
している。放射線部 技師長の緒方隆昭氏

――中山内科・循環器科クリニックの概要に
ついて、ご紹介ください。
　私は天草出身ですが、地元の医療に貢献
したい思いで５年前に開業しました。スタッ
フは、医師の私の他に、看護師が５名、事
務員が３名います。なお、患者数は１日70
～ 80 名程度です。
――「あまくさメディカルネット」に参加した
経緯をお聞かせください。
　当クリニックに来院する外来患者のうち、
毎日10 名程度の患者さんのＣＴ、ＭＲＩ、
内視鏡等検査依頼を、天草地域医療セン
ターにしています。昨年から始まった「あまく
さメディカルネット」については、診療上多
数のメリットを享受できることから、当クリ
ニックも参加することにしました。
　メリットとしてはまず、検査当日に、患者
さんが検査結果を届けに来なくても検査結
果を知ることができる点です。さらに、検査
予約や診療予約を簡単にできることも挙げ
られます。具体的には、診察室に居ながら、
連携システム画面上で検査の空き状況が容
易に把握でき、空いている検査枠のボタン
をクリックするだけで簡単に予約が可能なの
です。
　このシステムを活用すれば、新患に対し、
午前中に精密検査を依頼し、昼頃に検査、
その 30 分後には結果説明ができます（天草
地域医療センターから同クリニックまで車で
30 分）。非常にスピーディーな診療が可能に

なります。
――画像や所見等の質についてはいかがで
しょうか。
　従来は、ＣＤ－Ｒ等で検査結果と画像を
提供してもらっていましたが、ＣＤ－Ｒでは容
量の問題から閲覧できる画像が限定的で、
多くのストレスがありました。しかし、このシ
ステム端末からは、同センターで撮影された
検査画像を全て、かつＰＡＣＳ端末と同等
の機能を装備したビューワから閲覧できま
す。当然、画像の情報量はＣＤ－Ｒなどと
は比べものにならず、診療所に居ながら総
合病院と同等の画像診断を実施することが
できます。
　また、画像や所見の内容について、同セ
ンターの医師らと緊密なディスカッションが
可能な点も良いですね。最近の実例では、
MRCP 画像を見て放射線科医からは「正常」
と診断された画像を見て、私には胆管狭窄
があるように感じられたのです。そこで、放
射線科医と同じ画像を見ながら電話でディス
カッションした時に、生理的な範囲で問題
なし、ということで私も納得できたという経
験がありました。
　検査当日にディスカッションするからこそ、
放射線科医と精度の高いディスカッションが
できるのです。このような診断に至るプロセ
スは、私自身にとっても非常に勉強になりま
すし、患者さんも病院と開業医が話し合っ
た上での診断ということで、納得して診断結

果を受け入れてくれるわけです。
　また、画像だけでなく健診センターの過
去データ等も参照できることで既往歴や治
療歴も知り得、その結果、診断精度の向上
や患者サービスの向上に貢献させることがで
きています。
――システム導入後、外部へ検査依頼する
ケースは増えたのでしょうか。
　検査の依頼数そのものは増えていません
が、これまで複数の基幹病院に依頼してき
たＣＴやＭＲＩ、内視鏡の検査については、
天草地域医療センターに検査依頼するケー
スが増えている様です。中でも、一刻を争う
冠動脈ＣＴなどの緊急検査は、ほぼ天草地
域医療センターに検査をお願いしています。
――コスト負担についてはいかがですか。
　システムの使用料は、現在市と県の補助
が入っており、年間１万円程度であり、安い
と感じています。当クリニックは先ほど述べ
た通り１日10 件、月に２００件くらい検査
依頼をしていますから、スマートフォンの使
用料などと比べても、たいへん割安なので
はないでしょうか。
――病院・開業医間で、非常にスムーズな
連携が実現している印象です。
　そうですね。私は現在、週に１度は同セン
ターの循環器科医たちと最新論文を読んだ
り、症例検討会へ参加するなど、何かあれ
ばすぐに同センターの医師たちとコンタクト
をとる様に努めています。最新の医療動向に
ついては、病院と共に常に Up to dateする
ようにしています。
――今後、「あまくさメディカルネット」に求
めたい機能はありますか。
　双方向性という点では、当クリニックから
メールを同センターに送る機能があり、画像
を貼付することも可能ですが、容量の問題
等もあって、まだ積極的な活用には至ってい
ません。今後は双方向性のやりとりを重視
したシステムへの改良を期待しています。

５年前、地元天草で開業し、
地域のプライマリケアを担当する
中山内科・循環器内科クリニック院長の
中山雅文氏に「あまくさメディカルネット」の
有用性について聞いた。

I n t e r v i e w

中山内科・循環器内科クリニック 
院長

中山 雅文氏に聞く
なかやま まさふみ

天草医療圏における ICT 医療連携システム「あまくさメディカルネット」の概念図。天草郡市医師会を中心に、医療機器の共同
利用や画像・診療データの共有連携を実現している。天草地域医療センターをはじめ 6 病院間で画像サーバ連携を行い、同システ
ムに参加している開業医が画像・診療データを閲覧・参照。救急医療での画像伝達や、病病・病診連携に活用されている

天草医療圏における地域医療連携システムの全体概要
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一般社団法人天草郡市医師会立
天草地域医療センター
天草医療圏は、圏内での受療率が 9 割
を超え、1 次・2 次医療が圏内で完結
する地域。天草地域医療センターは「地
域完結型医療」と「病診・病病連携の
推進」を目指して 1992 年に天草郡市
医師会が設立。1999 年に県内初とな
る地域医療支援病院、2003 年には小
児救急指定病院、2010 年にはがん診
療連携拠点病院と脳卒中急性期拠点病
院の指定を受けた。また、近年はヘリ
ポートを含む新外来棟の開設や地域医
療連携システムを導入するなど、病院
機能の整備を進めており、天草医療圏
を支え続けている。

病院長：原田和則
所在地：熊本県天草市
　　　　亀場町食場 854-1
病床数：一般病床 210 床
職員数：410 名（平成 26 年 4 月現在）

す
。
ま
た
、
救
急
搬
送
も
多
く
、
放
射
線
部
で
は

24
時
間
３
６
５
日
の
検
査
対
応
が
可
能
で
す
」

　

検
査
数
は
、
年
間
に
Ｃ
Ｔ
検
査
９
０
０
０
件
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
４
０
０
０
件
に
も
お
よ
ぶ
と
い
う
。

緒
方
氏
は
、「
あ
ま
く
さ
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
」

構
築
の
経
緯
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
天
草
医
療
圏
は
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
た
め
に
、
以
前
か
ら
専
門
性
の
高
い
疾
患

や
、
命
に
関
わ
る
救
急
関
連
の
画
像
診
断
に
お
け

る
ニ
ー
ズ
が
高
か
っ
た
地
域
で
す
。そ
れ
に
対
し
、

ム
稼
働
後
は
１
割
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は『C@

RNA
 Connect

』
の
効
果
で
し
ょ
う
。『
あ
ま
く
さ

メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
』
稼
働
で
検
査
予
約
に
対
す

る
敷
居
が
下
が
っ
た
こ
と
が
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
予
約
を

大
幅
に
増
や
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
順
調
に
稼
働
し
て
い
る
要

因
に
つ
い
て
、
緒
方
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
医
師
会
立
の
病
院
な
の
で
、
以
前
か
ら
人
と
人

と
を
結
ぶ
地
域
医
療
連
携
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
に
際
し
て
も
、
天
草
医
療
圏
の
地
域
の
実
情
や

問
題
点
の
把
握
が
で
き
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
真

に
必
要
な
機
能
に
注
力
し
た
こ
と
が
、
順
調
稼
働

の
最
大
の
理
由
で
し
ょ
う
。

　

各
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
問
題
と
さ
れ
る
コ
ス

ト
に
つ
い
て
も
、
ベ
ン
ダ
の
協
力
に
加
え
、
医
師
会

や
行
政
の
理
解
も
あ
っ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
へ
の
負
担

は
極
力
抑
え
ら
れ
た
運
用
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

天
草
医
療
圏
は
、
今
後
も
高
齢
化
率
が
さ
ら
に
高

ま
っ
て
い
き
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
て
地
域
住
民
に
質
の
高
い
検
査
と
画

像
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

『SYNA
PSE

』
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
、
電
子
カ

ル
テ
ベ
ン
ダ
の
提
供
す
る
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ

ム
に
対
し
て
『C@

RN
A

 Connect

』
が
無
理
な

く
シ
ス
テ
ム
を
構
築
で
き
る
こ
と
な
ど
を
考
慮

し
、
シ
ス
テ
ム
構
築
を
富
士
フ
イ
ル
ム
に
依
頼
し

ま
し
た
」

　
「
あ
ま
く
さ
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
」
に
お
け
る

画
像
連
携
の
特
徴
と
し
て
、
他
の
地
域
医
療
連
携

シ
ス
テ
ム
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
圧
縮
画
像

で
は
な
く
、
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
デ
ー
タ
を
各
医
療
機
関

に
設
置
さ
れ
た
ビ
ュ
ー
ワ
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
高
品
質
に
加
え
て
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
端
末
上
で

の
画
像
処
理（
階
調
処
理
や
計
測
）も
可
能
と
な
っ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
１
台
、
Ｄ
Ｒ
２
台
な
ど
、
大
規
模

総
合
病
院
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
、
充
実
し
た
装
置

群
を
所
有
す
る
。

　

放
射
線
部
の
業
務
に
つ
い
て
、
放
射
線
部
技
師

長
の
緒
方
隆
昭
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
元
々
、
共
同
利
用
施
設
と
し
て
設
立
さ
れ
た
病

院
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
病
床
規
模
に
は
多
少
見
合

わ
な
く
て
も
、
高
性
能
か
つ
最
先
端
の
医
療
機
器

を
揃
え
て
い
ま
す
。
紹
介
型
の
病
院
で
す
の
で
、

外
来
や
依
頼
検
査
の
割
合
が
大
き
い
の
が
特
徴
で

と
と
な
っ
た
の
で
す
」

　
「
あ
ま
く
さ
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
」
に
お
け
る

シ
ス
テ
ム
の
中
核
を
な
す
の
が
、
病
院
向
け
Ｉ
Ｔ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「SY

N
A

PSE

（
富
士
フ
イ
ル

ム
）」
と
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
「C@

RN
A

 
Connect

（
同
）」
で
あ
る
。

　
「
あ
ま
く
さ
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
」
は
、
同
セ

ン
タ
ー
が
中
核
に
な
り
、
54
施
設
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
参
加
。
医
療
圏
内
６
病
院
の
サ
ー
バ
間
画
像

連
携
を
実
施
し
、
救
急
患
者
の
画
像
転
送
に
よ
る

放
射
線
診
断
医
は
当
セ
ン
タ
ー
の
３
名
を
含
め
て

も
医
療
圏
全
体
で
５
名
し
か
お
ら
ず
、
Ｉ
Ｔ
を
活

用
し
て
こ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
い
う
考
え
が

以
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
折
、
熊
本
県
が
厚
生
労
働
省
に
よ

る
地
域
医
療
再
生
臨
時
特
例
交
付
金
を
活
用
し
、

熊
本
県
地
域
医
療
再
生
計
画
の
一
環
と
し
て
天
草

地
域
に
投
資
す
る
こ
と
と
な
り
、
天
草
地
域
医
療

圏
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
あ

ま
く
さ
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
』
が
構
築
さ
れ
る
こ

初
期
治
療
や
、
患
者
搬
送
の
是
非
な
ど
に
力
を
発

揮
す
る
。
ま
た
、
診
療
支
援
統
合
シ
ス
テ
ム

「Yahgee

（
同
）」、診
療
情
報
活
用
シ
ス
テ
ム「CI-A

（
同
）」
と
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
同
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
併
設
の
健
診
セ
ン
タ
ー
の
全
て
の
画
像
デ
ー

タ
、
検
査
デ
ー
タ
、
投
薬
、
注
射
な
ど
の
一
般
診

療
デ
ー
タ
、
そ
し
て
カ
ル
テ
サ
マ
リ
等
が
、
多
く

の
紹
介
元
や
紹
介
先
の
施
設
に
お
い
て
患
者
の
個

別
同
意
に
よ
り
参
照
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
天
草
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
と
牛
深
市
民

病
院
、
河
浦
病
院
間
は
、
天
草
市
が
保
有
す
る
光

ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
し
て
の
専
用
回
線
を
使
用
。
院

内
接
続
と
同
等
の
高
速
で
安
全
な
デ
ー
タ
通
信
を

実
現
し
て
い
る
。

　

富
士
フ
イ
ル
ム
の
シ
ス
テ
ム
を
選
定
し
た
理
由

に
つ
い
て
、
緒
方
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
際
し
て
最
も
重
要
視
し

た
の
が
画
像
デ
ー
タ
の
連
携
で
す
。
天
草
医
療
圏

で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
病
院
が
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
と
し
て

い
う
。「
あ
ま
く
さ
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
」
が
稼
働

し
た
こ
と
で
、
放
射
線
部
の
検
査
件
数
が
増
加
し

た
と
緒
方
氏
は
話
す
。

「
検
査
件
数
は
、『
あ
ま
く
さ
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
』

の
稼
働
に
よ
っ
て
確
実
に
増
え
ま
し
た
ね
。
特
に

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
、
最
新
型
の
３
Ｔ 

Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
稼
働
し

て
３
年
目
に
な
り
ま
す
が
、初
年
度
に
増
え
た
後
、

し
ば
ら
く
横
ば
い
だ
っ
た
検
査
件
数
が
、
シ
ス
テ

放射線部受付に置かれている「あまくさメディカルネット」の
端末。同システムを活用して CT や MRI などの検査予約や診
療予約が簡便に行われるようになり、MRI をはじめ、検査件
数の増加に貢献しているという

併設されている天草地域健診センター。人
間ドックや各種の健康診断を実施している

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
コ
ス
ト
で

機
能
性
の
高
い

医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
が
稼
働

「SY
N

A
P

SE

」
＆
「C

@
R

N
A

 C
onnect

」

――「あまくさメディカルネット」構築の経緯
についてお聞かせください。
寺本氏　熊本県では、平成２１年度に、国
の交付金を財源として「熊本県地域医療再
生計画」を策定しました。そして天草地域
では、医師確保対策をテーマに取組みを進
めてきました。
　この地域は、熊本市内からも遠く、行政
圏域も広範囲であるため、地域医療支援病
院である天草地域医療センターをマグネット
ホスピタル的な病院として機能させ、地域
住民が安心して医療の提供を受けることが
できる医療圏を構築することをめざし、遠隔
医療システム等を導入して診療支援体制を
強化することとしたのです。
嶋川氏　同計画のもと、画像連携等をベー
スに、医療圏内の病院や診療所とのネット
ワークの構築を支援するためのプロジェクト

――天草市ではどのような協力をされたので
すか。
櫻田氏　天草市が有する光ケーブル回線を
天草地域医療センターと牛深市民病院、河
浦病院に利用してもらい、高速で安全性の
高い通信を実現しました。各施設からは「院
内でＰＡＣＳを操作しているような感覚で画
像が見られる」と、高く評価してもらってい
ます。光ケーブル回線を使ったネットワーク
に関しては、工事費は市が負担し、回線の
使用料も特に徴収していません。
――ＩＴを活用した地域医療連携では、維持
費を誰が負担するかで問題となるケースが多
いです。
伊勢崎氏　地域住民の皆さんが安心して医
療を受けられる体制を構築することは、行政
として当然考えていかなければならない問題

としてスタートしたものです。
――現在は、ネットワーク運用に、どの程度
関わっているのでしょうか。
嶋川氏　システム導入後のネットワークの運
用については、地元の医療機関、医師会、
市町村などが主体的に携わっています。税金
を活用した事業ですので、県としても、この
ネットワーク導入の効果について今後検証し
ていく予定です。
寺本氏　平成 25 年度でシステム整備が一
段落しましたので、今後はネットワーク構築
による効果を分析・評価し、国に対して報告
していく予定ですが、天草の医療関係者か
らの評価は高いようです。
　県としては、今後もネットワークシステムを
うまく活用してもらって、天草地域の住民に
対する質の高い医療の提供に繋げてもらえ
ればと考えています。

です。地方は予算のやりくりが厳しく、医師
の確保も難しいですが、「あまくさメディカル
ネット」の構築によって、医師が安心して働
ける環境が整備されました。医師不足の問
題にも、このネットワークが貢献できればと、
市としても期待しています。
――「あまくさメディカルネット」への住民か
らの評価と今後の展望についてお聞かせくだ
さい。
櫻田氏　「あまくさメディカルネット」への患者
登録数も順調に増えており、地域住民への認
知度や評価も高いのでは、と感じています。
伊勢崎氏　地域包括ケアシステム構築のた
めに関係機関での情報の共有が求められて
います。メディカルネットはその中心になり
ますが、個人情報の取り扱いは、今後、慎
重に協議していくべきと考えています。

「あまくさメディカルネット」構築を支援した
熊本県 健康福祉部 健康局医療政策課 医療企画班の
寺本和央氏と嶋川博宣氏に、
同システム構築の経緯と期待について聞いた。

「あまくさメディカルネット」に光通信ケーブルを提供し、
運用を支援している天草市役所 健康福祉部 
健康福祉政策課の伊勢崎裕樹氏と櫻田伸也氏に、
同システムへの期待について聞いた。

I n t e r v i e w

I n t e r v i e w

熊本県 健康福祉部 健康局医療政策課 医療企画班

主幹寺本 和央氏 参事嶋川 博宣氏に聞く

天草市役所 健康福祉部 健康福祉政策課 健康福祉政策係

課長補佐伊勢崎 裕樹氏 
      櫻田 伸也氏に聞く

てらもと かずお しまかわ  ひろのり

いせざき ゆうき

さくらだ しんや

熊本県庁。同県では、天草医療圏の診療
支援体制を強化するため、医療連携体制
構築プロジェクトを実施するなど、天草
地域に積極的な支援を行っている

天草市役所。天草市では、同市が有する
光ケーブル回線を「あまくさメディカル
ネット」に提供。高速かつ安全性の高い
通信環境の構築・維持を支援している

「あまくさメディカルネット」画面

「あまくさメディカルネット」の予約画面。地域医療連携システム「C@
RNA Connect」を利用してオンラインによる検査・診療予約が可能。
画像情報システム「SYNAPSE」ビューワを連携医療機関に置くこ
とで、PACS とほぼ同等の画像閲覧機能も実現している

て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
開

業
医
か
ら
も
好
評
を
得
て
い
る

と
い
う
。

「
天
草
医
療
圏
で
は
、
画
像
に
対

す
る
開
業
医
の
要
求
レ
ベ
ル
が

高
い
こ
と
も
あ
り
、T

hin slice

サ
ー
バ
の
デ
ー
タ
も
含
む
全
Ｄ

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
デ
ー
タ
に
よ
る
画
像

連
携
を
実
現
し
ま
し
た
」

　
「
あ
ま
く
さ
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ

ト
」
は
稼
働
よ
り
半
年
が
経
過

す
る
が
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
順
調
に
稼
働
を
続
け
て
お
り
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
入
同
意
患

者
数
は
１
７
０
０
名
に
達
す
る
と


